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Ⅰ．
英語詩人／劇作家ディラントマス（DylanThomas,19141953）が書いた戦争詩は数にすぎない
が，それらは彼の作品群において非常に重要な位置を占めている。終生「死」とそこからの「再生」
に執着したトマス（以下，トマスと記す時はディラントマスを表す）にとって，戦争は思想を表出する
素材としてふさわしいものであった。
トマスが戦争詩に目覚めたのは1930年代初頭にる。第一次世界大戦で散ったジークフリート
サスーン（SiegfriedSassoon,18861967），ウィルフレッドオーエン（WilfredOwen,18931918）ら
に代表される戦争詩人に深く傾倒した時期が青年期にあった。
さらに後年，トマスの名声を確立した詩集『死と入口』（DeathsandEntrances,1946）収録の戦争
詩4（「死と入口」（・DeathsandEntrances・），「夜明けの空襲の死者の中に百歳の男性が」（・AmongThose
KiledintheDawnRaidwasaManAgedaHundred・），「焼夷弾空襲後の儀式」（・CeremonyAfteraFire
Raid・），「ロンドンでの幼子の，火災による，死を悼むことの拒否」（・A RefusaltoMourntheDeath,by
Fire,ofaChildinLondon・））では，第二次世界大戦下のロンドンを舞台に，空襲による市井の人々
の「死」から「再生（＝新たなる生への ・入口・）」をテーマとし，死が齎す恐怖や苦悶だけでなく，そ
の先に「再生／転生」を見る独自の死生観が展開された。
トマスはウェールズ出身である。そのため出身地ウェールズと関連づけて語られることがあるが，
彼の作品を，ウェールズ独自の文化の視点から読み解いた論評は少ない。しかし，ウェールズと彼の
関係についての重要な指摘を行っているJohnAckermanは，先の4のうち，特に「ロンドンで
の幼子の，火災による，死を悼むことの拒否」における予言的ヴィジョンや，朗々たる音韻から成る
言葉遣いを取り上げ，こうした特徴をウェールズからの影響に帰している1。更にAckermanは，ト
マスの着想や想像の源を，「ウェールズという（文化的）背景」（Welshbackground）に求めている2。
しかしここに疑問が発生する。上述の「ロンドンでの幼子の，火災による，死を悼むことの拒否」
からAckermanが読みとる「ウェールズという背景」は，同郷かつ同年代でウェールズ詩人／愛国
者／牧師であるR.S.トマス（R.S.Thomas,19132000）が強調するWelshness（ウェールズらしさ）と
は，明らかに異なる。同年代，同郷であれば，そこに類似するウェールズらしさが見てとれそうなも
のだが，共通項が見いだせないのである。
その理由は，ふたりのトマスが，其々の思想の背景にもつウ
・
ェ
・
ー
・
ル
・
ズ
・
が異なるからである。ディラ
ントマスは，南部ウェールズの近代的な産業地帯に属する（・IwasborninalargeWelshindustrial
townatthebeginningoftheGreatWar・）3。一方R.S.トマスは，北部および西部に拡がる，農業
漁業を生業とした伝統的なウェールズを思想の原拠とする。この地理的な区分が，ふたりを大きく隔
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てている。
本稿では，トマスの戦争詩における「死と再生」のヴィジョンを読み解き，そこから浮かび上がる
「ウェールズという背景」と，専ら愛国心の表象として用いられる所謂Welshnessとを比較，その違
いと背景に言及する。なお，本稿における原詩の邦訳および下線はすべて筆者による。
Ⅱ．
トマスは第一次世界大戦勃発（1914年8月4日）から2か月後，10月27日に南部ウェールズに生
まれた。成長期にはモダニズム運動の影響を受け，第一次世界大戦に興味を抱き，オーエンら戦争詩
人の作品を読んだ。その興味は「第一次世界大戦の無秩序な大虐殺への執着」4へと発展する。わず
か14歳で書いた論説「現代詩」（・ModernPoetry・）で，トマスは第一次世界大戦が英詩のありようを
変えたと断言し，その残忍な行為は，将来への展望や理想を覆すことはできなかったとしながらも，
「暗闇からこそ非凡な才能の光が現れるのである」5と主張，オーエンらの詩に言及した。この頃，ト
マスは特にオーエンに心酔しており，彼を評論の中で称賛し，戦場の最前線で書かれた不安定この上
ない半分しか踏まぬ韻
ハ ー フ ラ イ ム
を，初期の詩で多く採用している6。しかしトマスには，オーエンらが着想の
基とした戦地という実体験がなかったため，それを二次経験と想像で補った。
第一次世界大戦の影響は，初期（1933年）の著名な詩「そして死はもはや支配力を持たぬ」（・And
deathshalhavenodominion・）の未発表草稿に明確に表れているとJamesA.Daviesは主張する7。
この詩の主題は「不死」である。それはこの表題にも現れる，聖パウロのローマ人への書簡6章9節
（新改訳）「キリストは死者の中からよみがえって，もはや死ぬことはなく，死はもはやキリストを支
配しない」（・KnowingthatChristrisingagainfrom thedead,deathnow nomore,deathshalno
morehavedominionoverhim.・）からの明らかなエコーからも，窺い知ることができる。トマスは，
この詩をキリストの死と復活を下敷きに描いた。最終版第1連の後半を見る。
Thoughtheygomadtheyshalbesane,
Thoughtheysinkthroughtheseatheyshalriseagain;
Thoughloversbelostloveshalnot;
Anddeathshalhavenodominion.
（死者らは狂うが 死者らは正気となるであろう，／死者らは海の中に沈むが 再び昇るであろう。／恋人
らは失われるが 愛は失われることはない。／そして死はもはや支配力を持たぬ。）8
死をもって不死を謳うこと自体がパラドックスだが，引用部冒頭3行の各行は二分され，其々パラ
ドックスを内包する。前半に負／喪失のイメージ（「狂う」）が置かれ，それを後半で浄化する／復活
させる（「正気となる」）。即ち，負を浄化して正となす。その間に，死が介在する。死によって現世の
罪が贖われ，純化されたものだけが残る。その時，人は死から解放される。ここに，後に独特の死生
観として結実する，再生思想の萌芽が窺える。
この死生観は，第一次世界大戦時の戦争詩人のそれとは隔たりがある。彼らの多くは，自らの苦痛
や死への恐怖を詩に表出した。しかしトマスは，各連で「そして死はもはや支配力を持たぬ」と繰り
返し，「死は滅ではない」として他者の苦痛や死を浄化し，死からの復活を説く。ここに戦争詩人の
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世代の次世代にあたる詩人の到達した新たな境地が見える。
またトマスはここで，主語に複数形の ・They・を充てる。即ち単体ではなく，「（人類）全体」を
見る。この見解には，カールマルクスが人類のありようを表した「類的存在」（・species-being・）を
想わせるものがある。当時，南部ウェールズの産業地帯では，社会主義的思想が台頭しており，トマ
スもこれに影響を受けた。実際30年代初頭の一時期，彼は共産党員になっている9。脱党後も終生，
社会主義者であり続けた。
第一次世界大戦の詩に影響を受けた詩の主題は，そのまま第二次世界大戦の詩に受け継がれた。そ
こには，他者の死を全体の再生へと転化させようとする志向が明らかである。
Ⅲ．
トマスは第二次世界大戦開戦後，衛生兵を志願する。しかし，徴兵検査で不適格と診断され，兵役
を免れる。戦時中，彼は記録映画の台本を書いた。その中に空襲を扱った映像があり，これがトマス
に着想を与えた10。この二次経験が，詩の主題となる「死」のインスピレーションとなった。まず表
題詩「死と入口」を抄出する。
○「死と入口」（・DeathsandEntrances・）
この詩が書かれたのは，VernonWatkins（19061967）に宛てた手紙から，1940年8月だとされ
る。即ちロンドン空襲（TheBlitz,1940年9月7日1941年5月）以前のことだ。それはこの詩を形成
する全3連のどれもが，「焼夷弾によって焼かれようとしている ほぼ前夜に」と始まることからも
確認できる。第3連目を以下に引用する。
Onalmosttheincendiaryeve
Ofdeathsandentrances,
WhennearandstrangewoundedonLondon・swaves
Havesoughtyoursinglegrave,
Oneenemy,ofmany,whoknowswel
Yourheartisluminous
Inthewatcheddark,quiveringthroughlocksandcaves,
Wilpulthethunderbolts
Toshutthesun,plunge,mountyourdarkenedkeys
Andsearjustridersback,
Untilthatonelovedleast
LoomsthelastSamsonofyourzodiac.
（複数の死と複数の入り口となる／焼夷弾によって焼かれようとしている ほぼ前夜に／ロンドンの波の上
で負傷した近しい人や見知らぬ人が／あなただけが眠る墓を探した時／多くの敵の中で 夜警の闇において
あなたの心が光り輝くことを／十分に知るひとりの敵が／鍵穴と洞窟をぶるぶると震えながら抜け出でて／
太陽を遮り 突進し 暗闇の鍵を装するために／稲妻の矢を引き抜き／正義の騎手を焼き焦がして返すだ
ろう／その最も愛されぬ者が／あなたの十二宮
ゾディアック
の最後のサムソンの形をとって現われるその時まで。）
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詩は預言的映像
ヴィジョン
が占める。「ひとりの敵」とは，ロンドンに空襲をもたらすドイツ空軍の飛行士だ。
「その最も愛されぬ者」（ドイツ空軍兵）が士師サムソン（旧約聖書士師記13章16章に現れる），即ち，
殺戮者の形をとって現れると，トマスは予言をする。
ここでは予言のためか，象徴が効果的に使われる。「夜警の闇」とは，灯火管制の暗示だ。空襲に
備え（「夜警の」），灯りを消した夜の闇である。一方，「鍵穴」と「洞窟」も暗闇の暗示だ。いずれも
内部を潜りぬける様を表すが，特に「洞窟」は，敵機がドイツから飛んでくる夜の闇の長さも表すよ
うだ。引用9行目（訳文8行目）「太陽」は，生命と力の象徴だ。って6行目の ・luminous・（「光り
輝く」）は，その意味も包含する。従って「太陽を遮る」とは，生命を奪うこと。死の暗示だ。そし
て，「複数の死と複数の入り口となる／焼夷弾」が落とされる。この「入口」が再生を含蓄する。
この表題は，ジョンダン（JohnDonne,15721631）の説教『死の決闘』（Death・sDuel）を下敷
きとしている。そこには「あの死，即ち，子宮の死からの救済は入口である，新たなる死へと引き渡
すことである」（・Deliverancefrom thatdeath,thedeathofthewombe,isanentrance,adeliveryover
toanotherdeath.・ 原文の引用は注8文献 141頁に依る）とある。この「死こそ新たなる＜別の＞生へ
の入り口である」とする思想が，ケルトの輪廻転生観からも影響を受けたとされるトマスの再生思想
と響き合ったのだろう。また「子宮」（womb）と「墓」（tomb）と韻を踏む言葉遣いは，トマスを喜
ばせたのではないか11。「子宮」が生命の誕生する場として，「墓」が人が死して入る最後の場所とし
て，その双方が同一視された時，はじまりは終わりになり，終わりははじまりになり，そこに生命の
円環性が生まれる。この円環は，ケルトの輪廻に通ずる。ケルト社会では，通夜に「目覚め」（Wake）
という言葉を充て，死者が女性器を通じ子宮に帰る猥雑な儀式で輪廻を表現する。これらの類似が，
トマスにこの言葉を主題に選ばせたことは，想像に難くない。
○「夜明けの空襲の死者の中に百歳の男性が」
（・AmongThoseKiledintheDawnRaidwasaManAgedaHundred・）
1941年8月の作とされる12「夜明けの空襲の死者の中に百歳の男性が」では，再生の映像
ヴィジョン
がより
明確になる。最初のロンドン空襲から，約1年が経過している。表題は，新聞記事からの引用である。
この詩も，二次経験に基づく。
全14行の伝統的な英詩ソネット形式に則る。前半8行オクターブにおける描写は，極めて客観的
／散文的である13。そこから一転，後半6行セステットは曖昧な表現となる。そこには予言的な暗示
も含まれる。終わりの3行を見る。
Okeephisbonesawayfrom thatcommoncart,
Themorningisflyingonthewingsofhisage
Andahundredstorksperchonthesun・srighthand.
（おお ありきたりの手押し車なんぞにかの老人の骨を載せてはならぬ／朝は老人の年齢からできた＜百の＞
翼をもって飛び去る／そして百羽のコウノトリが太陽の右手の上で 止まり木に止まるように羽を休める。）
トマスは市井の老人の死から，「再生」の映像
ヴィジョン
を幻視する。「朝は老人の年齢からできた＜百の＞翼を
もって飛び去る」とは，老人が二度と目覚めることがないことを意味する。死の暗示である。百羽と
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いう数は，老人が生きた年月を象徴する。同時にコウノトリは，赤子（＝新たなる生命）を運ぶ役目
を持ち，新たなる生への「入口」をもたらす。従って老人の年齢と同じ数だけ，新たな生命が生まれ
る。希望を提示し，詩は幕を閉じる。
以上の2には死と復活がある。しかし初期の詩「そして死はもはや支配力を持たぬ」で示した
「浄化」がない。その「浄化」は後の2にある。
Ⅳ．
先の2から次作「焼夷弾急襲後の儀式」完成まで，3年の隔たりがある。この歳月は，作品に変
化をもたらした。前2では死に着目した。その後に成就した以下の2には，宗教的要素が含まれ
る。
○「焼夷弾空襲後の儀式」（・CeremonyAfteraFireRaid・）
「焼夷弾急襲後の儀式」は，宗教的儀式の形式を踏襲した3部構成の作品となった。響きには，儀
式さながらの荘厳がある。文章構造も複雑化する。まずは第1部第1連を見る。
Myselves
Thegrievers
Grieve
Amongthestreetburnedtotirelessdeath
A childofafewhours
Withitskneadingmouth
Charredontheblackbreastofthegrave
Themotherdug,anditsarmsfuloffires.
（私自身らよ／悲嘆にくれる者たちよ／嘆き悲しめ／途絶えることない焼討で死屍累々のその街路の間に／
あと数時間で息絶える一人の幼子が／母の掘った墓の黒い胸の上で／口を動かしながら焦げてゆく／そして
その両の腕は火ダルマだ。）
念の入った構造だ。冒頭2行は呼びかけとなっている。3行目の述語は，命令形となる。その目的
語が1行飛んだ ・A childof...・である。従って間におかれた ・Amongthestreet...・は，冒頭2
行の修飾語句とも，・A childof...・の修飾語句ともとれる。このような曖昧な配置のおかげで，詩
人（・Myselves・）と心を同じくする読者（・Thegrievers・）は，現実と ・A childof...・の置かれた
想像の双方の世界に同時に介在することができる。
語句も，慎重な選択に基づく。トマスは「私自身ら」（・Myselves・），「その街路の間に」（・Among
thestreet・）との誤用ともとれる表現を，故意に使用する。前者は本来単数形の言葉を複数形にする
ことで，「私自身」（・Myself・）の拡散，即ち詩人自身を含む「人類」を指す。これはマルクス主義の
「類的存在」（・species-being・）を想わせる。実際にこの詩は，自らが社会主義者であることを喧伝す
る目的で，共産党の機関紙『我らの時代』（OurTime）への掲載を念頭に書かれたものである14。
・Amongthestreet・のstreetは，streetsと複数形であるべきだ。そこに単数形を使う。それに
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より，街路を普遍化する。従ってこの「その街路の間に」は，存在する街路全てを表す。
ここで死ぬのは幼子である。幼子に特定の名前がないことから，普遍化ともとれる。・ofafew
hours・とは，「子宮」から産み落とされて「数時間」，そして死して「墓」に入るまでの「数時間」
と，両義的な意味をもつ。戦火に今なお焼かれ，黒焦げになった無垢な幼子の墓を掘るのは，両腕が
火にまみれた母親である。しかしその母親の掘った墓も，戦火で黒焦げだ。その黒く焦げた墓に，
「数時間」の命しか持たぬ幼子は葬られるのか。幼子に乳を与えるはずのその胸は，しかしながらあ
と「数時間」で幼子の「墓」となる。即ち，母親にはその死にゆく幼子の墓を掘る以外には為すすべ
もなく，その行為が幼子に最期を迎えさせようとする壮絶なまでの愛情表現となっている。この崇高
さは，死したキリストを抱くマリアの姿を描く，ピエタを想起させなくもない。
原詩8行目の ・dug・には，動詞（dig／「掘る」）と名詞（「乳房」）双方の意味があると，Wiliam
YorkTindalは指摘する15。同様に原詩6行目の ・kneading・（「（パン生地などを）こねる」）には，
・needing・（「欲しがる，必要とする」）の音が重なることも指摘する。母親の「墓を掘る」姿と幼子の
「乳房」を求める姿が重なり，こねるように動く幼子の「口」と，乳房を「欲しがる／（生きるために）
必要とする」「口」が重なる。一見無意味な言葉遊び／びが，その音が喚起する各々のイメージに
よって，ひとつの場面内に多層のイメージを構築する。そして単一のものからは得られぬ，芳醇なイ
メージを形成するのである。
この，異なった品詞双方の意味を喚起させる手法は，同時に，「墓」の表現に ・tomb・ではなく
・grave・をトマスが充てたことにも連動している。即ち ・grave・は名詞では「墓」である一方，形
容詞では，「荘厳な」「厳粛な」の意味をもつ。この連がこれだけ凄惨な絵を描きながら，それでも荘
厳かつ静謐な空気が流れているのは，このようなトマスの慎重な言葉びの賜物だろう。それが，一
個の死を「荘厳」かつ「厳粛」な死に高めている。
第1部第2連では，賛美歌を「歌え」で始まる。
Begin
Withsinging.
Sing
...
A starwasbroken
Intothecenturiesofthechild
（始めよ／歌うことから／歌え。／…／ひとつの星が破壊され／その子供から生まれる何世紀もの時間の中
へと入りゆく）
賛美歌を歌う。歌い，死を弔う。その讃美歌が，凄惨なる廃墟を荘厳なる教会内での儀式に変える。
その時，爆弾の閃光の暗示（「ひとつの星が破壊され」）が，キリスト降誕の際に輝いたベツレヘムの星
をも喚起させる。幼子は爆弾の閃光とともに死す。同時に時を行し，ベツレヘムの星の輝きの下で
生まれ変わる。即ち，幼子はキリストと同一視される。その死は，その後数世紀にも渡り刻まれる新
しい時への「入口」となる。
第2部は一転して，死者のための礼拝となる。第1部の死する幼子は，戦火で死んだ幼子全
・
員
・
と同
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一視され，普遍的存在に昇華する。一人の幼子のための礼拝は，死する幼子皆のものとなる。そして
第2連ではトマス自身が説教壇に立つ。
Iknowthelegend
OfAdam andEveisneverforasecond
Silentinmyservice
Overthedeadinfants
Overtheone
Childwhowaspriestandservants,
...
（アダムとイブの伝説が 死んだ幼子らの／つまり牧師であり信奉者である／一人の幼子のために／私が行
う礼拝における／二回目の黙のためのものでは決してないことを／私は知っている／…）
そして，第2連の最後の3行は，
Beginningcrumbledbacktodarkness
Bareasthenurseries
Ofthegardenofwilderness.
（はじまりは荒野の園にある新生児室／と同じくらい丸裸な／暗闇へとぼろぼろに砕けつつ戻りゆく。）
と表現され，「＜終わりの＞はじまり」は，闇へと回帰する。この闇は聖書的な闇だ。神が光を生み
出す前に存在した，原初の闇である。従って時はは
・
じ
・
ま
・
り
・
に戻る。全てが再生する。そして「荒野の
園にある新生児室」が暗示する，エデンの園が再生する。楽園の現れだ。
1連のみ17行で構成された第3部では，焼け爛れたロンドンを「光り輝く大聖堂」（・theluminous
cathedrals・）に塗り替える。そして山場を迎える。終結部5行を見る。
Themassesoftheseaunder
Themassesoftheinfant-bearingsea
Erupt,fountain,andentertoutterforever
Glorygloryglory
Thesunderingultimatekingdom ofgenesis・thunder.
（幼子を出産する海のミサの下
もと
で／くり広げられる 海のミサは／火山のように噴出し 泉となり そして
／栄華を 栄華を 栄華を／永劫に呻こうと 創世記の稲妻からできた 今や分離しつつある究極の王国へ
と入りゆく。）
第3部の全体を海のイメージが占める。海はロンドンの劫火を消す水（「海のミサは／火山のように噴出
し 泉となり」）だ。同時に，全てを「浄化」する水でもある。前2に不在だった「浄化」がここに
はある。全てが焼かれた地上が，清められる。その後に現れるのは，神の「究極の王国」だ。これこ
そまさに究極の再生／復活，即ち，審判の日の到来である。これらのイメージは，1945年3月に成
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就した「ロンドンでの幼子の，火災による，死を悼むことの拒否」に引き継がれる。
○「ロンドンでの幼子の，火災による，死を悼むことの拒否」
（・A RefusaltoMourntheDeath,byFire,ofaChildinLondon・）
この詩は，焼夷弾で焼かれた一人の少女の死を扱う。しかしトマスは，その死を描写しない。代わ
りに壮大な宇宙観を描く。その壮大さは，句点不在の冒頭3連13行に及ぶ長文ともとれる詩行に現
れる。ここでは複数のイメージが重なるように言葉が曖昧に配置され，意味の多層性が形成される。
Neveruntilthemankindmaking
Birdbeastandflower
Fatheringandalhumblingdarkness
Telswithsilencethelastlightbreaking
Andthestilhour
Iscomeoftheseatumblinginharness
AndImustenteragaintheround
Zionofthewaterbead
Andthesynagogueoftheearofcorn
ShalIletpraytheshadowofasound
Orsowmysaltseed
Intheleastvaleyofsackclothtomourn
Themajestyandburningofthechild・sdeath.
（鳥，獣，そして花を作り出し／父となり育てる人類と すべての慎ましやかな暗闇が／沈黙をもって 最
後の光が閃くことを告げ／その静かな時が／馬具をつけ のたうち回るように荒れ狂う海となりやってくる
／ ／そして私は再び 水の数珠
じゅ ず
でできた／丸いシオンと トウモロコシの穂でできたシナゴーグ／へと入
らねばならぬ／その時にこそ／私は 音の影に祈りをささげさせよう／あるいは最も狭隘な嘆きの谷に塩の
種を蒔き／ ／その幼子の厳かな焼死を悼もう。）
私たちは前作を読んだ経験から，第1連の「闇」は聖書的な「原初の闇」16であることを知っている。
故に「最後の光が閃く」とは，爆弾の炸裂であり，ベツレヘムの星の輝きでもある。その炸裂を「闇
が沈黙をもって…告げ（る）」とは，その爆発の非日常性（＝戦火）と，爆音が私たちの耳に届かぬほ
ど遠くの出来事（＝星の誕生）であることを表す。
また私たちは，「馬具をつけ のたうち回るように荒れ狂う海」が，ロンドンの劫火を消すことも
知っている。つまり前作は，劫火に焼かれた大地が海の水に清められ，そこからの「究極の王国」出
現の過程を描いたのに対し，この詩はその後の世界を描く。そこには「再生」がある。故に最終連に
あるように「屍衣を纏い 地中深くに最初の死者とともに横たわる」少女の死（・Deepwiththefirst
deadliesLondon・sdaughter,/Robed・）を「嘆き悲しむ」必要はない。
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トマスは人類の代表として，全ての死を象徴する普遍化された少女の死と向き合う。向き合い，水
滴から作られた数珠
じゅ ず
で清められた ・Zion・へと入る ・Zion・とはエルサレム東部にあるシオンの
聖峰であり，神の国である。シオン／神の国に到達し，復活の日を待つ。そして最後の行で，静かに
呟く 「最初の死の後，それ以上の死はない。」（・Afterthefirstdeath,thereisnoother.・）。「最
初の死」とは少女の死でもあり，アダムとイブの死でもある。望月はこの節には，聖パウロのローマ
人への書簡6章9節（前出）からのエコーがあるとする17。即ち「それ以上の死はない」とは，死が
二度と訪れぬこと，そして，初期の死で詠った「死は滅ではない」とする主張が確立されたことを意
味する。故に，死を新たなる生への入り口と見ようとしたトマスの試みは，ここで終結する。全ては
神の国で再生する。これは死を「嘆くことへの拒否」の表明である。
Ⅴ．
このようにトマスの戦争詩では，キリスト教のイメージがその中核をなす。この宗教的影響力の強
さをKarlShapiroは，「（トマスにとって）宗教は間違いなく人生の一部であり，詩人の一部となって
いる」18故と語る。そこには，ウェールズを表す要素は感じられない。だがAckermanはこの宗教
的影響力を，南部ウェールズで一大勢力を得たピューリタニズム（メソジスト）に帰し，「ウェールズ
という（文化的）背景」（WelshBackground）あってこそトマスの詩は成り立つとする。曰く，「ピュ
ーリタニズムは久しくウェールズ人の人生と思想を方向づけてきた。その影響は良かれ悪しかれ，避
けようがない」19のである。そしてトマスが，ウェールズでメソジストの熱狂的な説教を表すウェー
ルズ語hwylでその名を知られた，メソジストで会衆派教会の牧師／叔父のDavidReesから多大な
影響を受けていることを指摘している20。
ではAckermanが指摘する，「ウェールズという（文化的）背景」（WelshBackground）とは何か。
Ackermanはその著DylanThomas:HisLifeandWorkで第1章の表題にこの言葉を与える。そ
の中でトマスに強い影響を与えたものとして，ウェールズ語話者の親戚や友人および英語で書くウェ
ールズ人作家らが，英
・
語
・
に
・
翻
・
訳
・
し
・
た
・
ウェールズ伝承や文学などを挙げている。そして同時に，南部ウ
ェールズにおける非国教徒の影響の強さも，特に強調する21。
しかしながらこれら「ウェールズという背景」およびトマスの詩に，詩人／牧師／ウェールズ愛国
者のR.S.トマスが強調する「ウェールズらしさ」（Welshness）を求めるのは難しい。ウェールズが
双方の作品の背
・
景
・
にあるならば，程度の差こそあれ，共通項が見いだせても不思議ではないが，双方
には乖離がある。
この隔たりについて，まずはAckermanが使う「ウェールズという背景」から考える。これは南
部ウェールズという，一地域に帰することができる。この一帯はその丘陵地帯と港を中心に，近代に
おいてウェールズの中でも特殊かつ急速な発展を遂げた。この地域は18世紀に，イングランド人を
炭鉱主とした炭鉱の大規模開発により，一足飛びに近代産業社会へと発展した。この発展には，イン
グランド化の側面が付随していた。英語が日常語として浸透し，新しいイングランド文化が流入し，
この地域は英語でtheValeys（＜丘陵地帯＞）と呼ばれるようになる。トマスはここ＜丘陵地帯＞の
港町スウォンジーで生まれ，イングランド化の恩恵を受けて育った。
トマスの父親はウェールズ語話者だったが，英語を優位と信じた。故に息子の将来を思ってであろ
う，息子を英
・
語
・
の
・
み
・
で教育した。これは19世紀から20世紀初頭にかけて，特に＜丘陵地帯＞で見ら
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れた典型的な選択である。そして父親は，英語教師でもあった。故に息子に英文学，特にシェイクス
ピアを熱心に教えた。結果，トマスは英語単一話者で，英語文化の恩恵を全面肯定する英
・
語
・
作家とな
る。
英国国教会から分離したメソジストは，この＜丘陵地帯＞で躍進した。メソジストはここで多くの
信者を獲得し，同時に，＜丘陵地帯＞の都市化／工業地帯化に伴う新文化圏形成時に，思想面におい
て大きな役割を果たした。その一端が，自然の排除と，古い伝統文化の唾棄である。メソジストは，
古くから民衆の間に根づく習慣や文化全てを悪しきものとして否定したため，新しい文化を享受して
いた会衆／大衆は，喜んでそれに応じた。
メソジストの特徴のひとつに，個人の霊感や霊的体験，および，その告白を重視したことが挙げら
れる。メソジストの牧師は，霊感が降ってきた時に恍惚化し，霊感に導かれるままに即興的に説教を
した。これがトマスの詩作に通ずる。実際，「焼夷弾急襲後の儀式」にはトマスが牧師に扮する場面
があるが，トマスはメソジストの牧師の説教のごとく，霊感に導かれるままに詩作を行った22。そし
て推敲を重ね，詩は完成していった。「焼夷弾急襲後の儀式」「ロンドンでの幼子の，火災による，死
を悼むことの拒否」は，このようにして生まれたと推測される。特に後者冒頭13行の1文（Ⅳに引用）
は，句点がない。各行，句跨り（enjambment）でつながる。従って朗読時に，上がり口調となる。こ
の口調は，メソジストの牧師による説教の調子と合致する23。またトマスは，メソジストの説教では
音が何よりも重要だと，叔父Reesや幼い頃通った教会での宗教儀式から体得した24。「ロンドンで
の幼子の，火災による，死を悼むことの拒否」がもつ朗々たる音は，トマス自身がBBCで残した朗
読の録音から知ることができる。従ってこの詩は，トマスが自身の宗教的体験を，説教者に扮し語っ
たものだとも言える。
トマスが社会主義者だったことは，Ⅱで既に述べた。これも南部＜丘陵地帯＞の産業化都市化し
たウェールズが影響している。Ackermanは，これらの要素は，トマスが無意識／無自覚であって
も，その詩に現れているとする。
一方，R.S.トマスら愛国者らは「ウェールズらしさ」（Welshness）を，北部および西部の伝統的
なウェールズに求める。ここには＜丘陵地帯＞が否定破棄した，伝統や自然と密着した，イングラ
ンド的ではない，伝統文化圏がある。伝説や伝承が生き，伝統的な文化を中心とした生活をウェール
ズ語で営む世界がある。ウェールズの愛国者は概ね，ここを「ウェールズらしさ」の源泉とする。故
に先祖代々受け継いできたウェールズ語とその使用を，愛国心の象徴とする。Welshnessという言
葉は，その愛国思想を英語で表したものである。
そうした愛国者は＜丘陵地帯＞を否定する。その先鋒サンダースルイス（SaundersLewis,1893
1985）は，「南部ウェールズは産業解体されねばならぬ」（・...southWalesmustbede-industrialized.・）25
と宣言する。1938年の講義でディラントマスを名指しし，ディラントマスは能力が備わった作
家だが，イングランド人に属している26と切り捨てる。R.S.トマスはルイスの思想に深く傾倒，「我
ら＜ウェールズの＞若き詩人ができうる最善のことはサンダースルイスの助言に従うことだ。」と
強い支持を表明する。そのR.S.トマスも英
・
語
・
詩人であるがディラントマスとは異なり，ウェール
ズの英語化を全面肯定しない。むしろ英語を「媒体」として扱う27。その「媒体」を使い，「ウェー
ルズらしさ」（Welshness）を強調する。
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IagoPrytherchhisname,though,beitalowed,
JustanordinarymanofthebaldWelshhils,
Whopensafewsheepinagapofcloud.
...
Yetthisisyourprototype,who,seasonbyseason
Againstsiegeofrainandthewind・sattrition,
Preserveshisstock,animpregnablefortress
Nottobestormedevenindeath・sconfusion.
Rememberhim,then,forhe,too,isawinnerofwars,
Enduringlikeatreeunderthecuriousstars.
（イアゴプリザーフが彼の名，まあ，言ってみれば，／禿あがったウェールズ丘の普通の男／雲の隙間に
かな羊を囲っている。／…／しかしこれがあなた方ウェールズ人の原型なのだ 季節が変る度に／包囲攻
撃のように降ってくるしつこい雨や風の摩擦から／その種族や受胎可能な要塞のごとき大地を 死の混乱の
中でさえ／嵐でき回されないように彼は守っているのだ。／この男を覚えておくがよい，それというのも
この男もまた／不思議な星の下 一本の樹木のように堪えた戦争の勝者であるのだから。）
この詩「ある農夫」（・A Peasant・）は戦時下の1942年，中部ウェールズの丘で書かれた。冒頭から
Prytherchというウェールズ（語）名を用いて「ウェールズらしさ」を強調する。そして土に塗れる
生活しか知らぬ農夫を描く。戦火による「死の混乱」は遠いイングランドの都市部のこと故か，ここ
では機関銃による「包囲攻撃」（siege）は雨のそれに変わる。そしてこの自然と密着した生活を送る
農夫を，「あなた方ウェールズ人の原型なのだ」と宣言する。その種を戦渦／自然の猛威にあっても，
守り続けたことを讃える。そしてその功績を，「覚えておくがよい」と読者に呼びかける。
だがディラントマスの姿勢は異なる。このようなWelshnessは，彼の詩からは読めない。彼は
奇しくもR.S.トマスが詩人として世に出た1946年に，放送で自身を「ウェールズの詩人」と認め
た上で，「英語で詩を書く若いウェールズ人は多い。彼らは，自らがウェールズ人であることを情熱
的に主張する…私はそういう人間じゃない」28とWelshness否定ととれる発言をする。ディラン
トマスとR.S.トマス，ふたりは同年代同郷ではあるが，その思想面において大きく乖離している。
Ⅵ．
20世紀ウェールズには，ふたつの文化圏が存在した。近代化を押し進めた＜丘陵地帯＞と，伝統
文化を重んじる地域だ。それらの思想面においては，乖離が見られる。そして其々の文化が，その地
域を背景にもつ芸術家に深い影響を与える。
ディラントマスは＜丘陵地帯＞で育まれた。故に＜丘陵地帯＞否定にもつながるWelshnessを
強調しない。従ってトマスの詩からは，「ウェールズらしさ」を読むことはできない。しかしその作
品の裏には，「ウェールズという（文化的）背景」（Welshbackground）がある。それはロンドンを舞
台にした戦争詩でも，変わらない。一方，R.S.トマスは愛国者として，英語を媒体にWelshnessを
強調する。ここに20世紀ウェールズ英語文学における分断が，見てとれる。逆説的には，この分断
がWelshnessとWelshbackgroundのふたつの精神性を醸成したとも言えるのである。
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14.CharlesHobday,EdgelRickword:A PoetatWar,（CarcanetPress,1989）,p.233
15.A Reader・sGuidetoDylanThomas,op.cit.,p.225
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語る。（DylanThomas:HisLifeandWork,op.cit.,p.117）
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